
届
い
て
お
ら
ず
、
格

差
が
拡
大
し
、
国
民

生
活
が
分
断
さ
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。
格
差

拡
大
を
乗
り
越
え
、

経
済
活
動
を
支
え
る

　

急
速
な
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
、

国
際
社
会
の
変
化
と
い
う
流
れ
の
な
か

で
、
制
度
の
歪
み
が
生
ま
れ
、
多
く
の

国
民
が
日
々
の
生
活
に
強
い
不
安
を
抱

い
て
い
ま
す
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
経
済

は
上
向
き
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
経

済
成
長
の
恩
恵
が
ま
だ
幅
広
く
は
行
き

　

私
は
平
成
８
年
か
ら
約
４
年
間
、
衆

院
議
員
を
務
め
ま
し
た
。
一
つ
の
大
き

な
任
務
と
し
て
、
介
護
保
険
制
度
の
立

法
化
に
努
め
ま
し
た
。
尊
厳
を
支
え
る

ケ
ア
の
確
立
、
介
護
の
社
会
化
に
向

け
、
日
本
は
国
際
的
に
見
て
も
、
大
変

革
新
的
な
制
度
を
つ
く
っ
た
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
地
方
活
性
化
や
不
登
校
問

題
、
離
島
振
興
に
積
極
的
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
そ
の
後
、
父
の
後
を
継
い
で

鹿
児
島
市
で
社
会
福
祉
法
人
旭
生
会
を

運
営
す
る
こ
と
に
な
り
、
妻
と
と
も
に

地
域
の
高
齢
者
・
児
童
福
祉
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
社
会
保
障
の
現

場
を
運
営
す
る
中
で
、
「
現
場
の
声
を

届
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
思

い
を
深
め
、
再
出
馬
を
目
指
す
こ
と
に

し
ま
し
た
。

１
．
介
護
の
安
心

希
望
を
持
て
る
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

長
時
間
労
働
の
是
正
や
保
育
所
等
の
拡

充
な
ど
「
仕
事
と
家
庭
の
両
立
」
を
可

能
と
す
る
環
境
整
備
、
社
会
福
祉
法
人

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
の
連
携
を
通
じ
た
子
供

の
貧
困
対
策
・
虐
待
防
止
を
進
め
、
日

本
の
未
来
で
あ
る
子
供
た
ち
に
、
充
実

し
た
成
長
の
場
を
創
り
ま
す
。

３
．
地
方
の
安
心

　

大
都
市
と
地
方
の
格
差
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
国
全
体
に
先
駆
け
て
、
人
口

急
減
、
人
材
不
足
、
経
済
疲
弊
に
苦
し

む
地
方
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
推
進
な
ど
、
地
方

へ
の
移
住
や
支
援
が
集
ま
る
よ
う
に
環

境
整
備
を
行
い
、
個
性
豊
か
な
日
本
の

風
景
を
守
り
ま
す
。
ま
た
、
地
理
的
ハ

た
、
社
会
の
持
続
可
能
性
の
礎
で
も
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
日
本
の
出
生
率
は

１
・
４２
、
子
供
の
相
対
的
貧
困
率
は
先

進
諸
国
の
平
均
を
上
回
る
１６
・
３
％
と

な
っ
て
お
り
、
深
刻
な
状
況
で
す
。
こ

れ
ら
を
改
善
し
、
社
会
全
体
で
子
育
て

を
支
え
、
経
済
状
態
や
世
帯
構
成
に
か

か
わ
ら
ず
、
子
も
親
も
一
人
ひ
と
り
が

園
田
　
修
光
（
５８
）

を
増
や
す
。

②
地
域
全
体
の
介
護
の
あ
り
方
を
考

え
、
さ
ま
ざ
ま
な
担
い
手
と
連
携
す

る
こ
と
に
よ
り
多
様
な
高
齢
者
の
ニ

ー
ズ
を
受
け
止
め
ら
れ
る
。

③
良
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
安
価
で
提

供
す
る
た
め
に
は
技
術
革
新
が
必
要

で
あ
る
︱︱︱
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

日
本
の
介
護
・
福
祉
力
を
量
・
質
と

も
に
充
実
さ
せ
、
高
齢
者
の
安
心
し

た
暮
ら
し
を
可
能
に
す
る
た
め
、
介

護
・
福
祉
職
の
処
遇
改
善
、
地
域
と

と
も
に
歩
む
介
護
の
実
現
、
技
術
革

新
の
促
進
を
行
い
ま
す
。

２
．
子
育
て
の
安
心

　

次
世
代
が
育
ち
ゆ
く
こ
と
は
、
何
も

の
に
も
代
え
が
た
い
喜
び
で
す
。
ま

安
心
社
会
を
創
っ
て
い
く
こ
と
は
、
政

治
の
責
任
だ
と
考
え
ま
す
。
私
は
、
安

心
社
会
を
創
る
た
め
に
、
介
護
、
子
育

て
支
援
、
地
方
創
生
に
取
り
組
み
ま

す
。 

私
は
、
皆
さ
ん
の
声
を
聞
き
、

国
政
に
届
け
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
明
る

い
未
来
を
創
る
た
め
に
全
力
を
尽
く
し

ま
す
。 党

鹿
児
島
県
参
議
院
比
例
区
第
３１
支
部
長

ン
デ
ィ
を
克
服
す
る
た
め
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化
を
進
め
、
離
島
・
へ
き
地
振
興

に
尽
力
し
ま
す
。
同
時
に
、
社
会
保
障

に
つ
い
て
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ミ
ニ
マ

ム
を
国
が
確
実
に
保
障
で
き
る
よ
う
働

き
か
け
、
地
方
に
住
む
高
齢
者
や
子
育

て
世
帯
が
困
ら
な
い
環
境
を
つ
く
り
ま

す
。

　

安
心
社
会
の
構
築
が
、
国
民
を
不
安

か
ら
解
放
し
、
一
人
ひ
と
り
が
生
き
生

き
と
暮
ら
せ
る
一
億
総
活
躍
社
会
に
つ

な
が
る
と
私
は
信
じ
て
い
ま
す
。

http://sonodashuko.com/ホームページ

https://www.facebook.com/
� sonodashuko/
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園田　修光事務所

園田　修光（そのだ・しゅうこう）
　昭和32年鹿児島県鹿児島市生
まれ。54年日本大学法学部卒
業。62年鹿児島県会議員に初当
選し、２期務める。平成８年第
41回衆院選で鹿児島２区から立

候補して当選。現在は社会福祉
法人旭生会理事長、公益社団法
人全国老人福祉施設協議会理
事・代議員、鹿児島市老人福祉
施設協議会会長などを務める。

安
心
社
会
を
創
っ
て
日
本
の
活
力
を
取
り
戻
す
！

　

「
長
生
き
し
て
よ
か
っ
た
」
と

思
え
る
安
心
社
会
を
目
指
し
ま

す
。
日
本
は
、
総
人
口
は
減
少
す

る
も
の
の
、
高
齢
化
率
は
上
昇
し

続
け
、
２
０
６
０
年
に
は
４０
％
に

到
達
す
る
見
込
み
で
す
。
ま
た
、

高
齢
化
が
進
む
と
、
社
会
全
体
で

の
格
差
は
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

私
が
旭
生
会
を
運
営
す
る
中
で
痛

感
し
た
こ
と
は
、

①
介
護
・
福
祉
職
が
誇
り
を
持
て

る
環
境
が
、
良
い
サ
ー
ビ
ス
を

生
み
だ
す
と
と
も
に
、
担
い
手

格 差 拡 大 を 食 い 止 め る私の政策

菅義偉官房長官と介護・子育て支援など
さまざまな政策課題について意見交換

特別養護老人ホーム旭ケ丘園の施設長と
して、職員と懇談する園田修光支部長

地元の保育施設にて

７ （第三種郵便物認可）平成２８年（2016年）２月９日（火曜日）


